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今 号 の
主な記事

2019年／７月号　No.382

42
人
！

　

認
知
症
「
神
戸
モ
デ
ル
」
に
つ

い
て
、「
今
日
初
め
て
知
っ
た
」

「
詳
し
く
知
り
た
い
」
な
ど
、
み

ん
な
真
剣
な
雰
囲
気
で
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

神
戸
市
も
「
ま
だ
試
行
錯
誤
の

状
態
。
こ
れ
か
ら
市
民
の
声
を
聞

い
て
改
善
を
重
ね
た
い
。
出
前
ト

ー
ク
開
催
は
あ
り
が
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
、
講
演
会
を
組
合
員
内
外

に
知
ら
せ
、
参
加
を
呼
び
か
け
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
認
知
症

「
神
戸
モ
デ
ル
」
の
出
前
ト
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
な
ど

今
も
反
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

62
人
の
参
加
で
支
部
総
会

「
終
の
棲
家
」
を
考
え
る

ほ
く
ら
支
部　

北
嶋
寿
一

　

東
灘
東
支
部
の
分
割
で
「
ほ
く

ら
支
部
」
が
誕
生
し
て
20
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

支
部
活
動
の
中
心
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
毎
月
定
期
的
に
開
か
れ

て
い
る
班
会
で
す
。
脳
い
き
い
き

カ
フ
ェ
を
ふ
く
め
、
域
内
８
カ
所

で
開
い
て
お
り
、
こ
れ
が
組
合
員

さ
ん
と
の
生
き
た
つ
な
が
り
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
支
部

総
会
で
は
、
神
戸
市
の
出
前
ト
ー

ク
「
認
知
症
〝
神
戸
モ
デ
ル
〞」

の
お
話
を
依
頼
し
ま
し
た
。
運
営

委
員
の
声
か
け
と
、
会
場
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
の
協
力
で
、
掲
示

板
へ
の
案
内
掲
示
や
館
内
放
送
の

お
か
げ
も
あ
り
住
民
多
数
も
参
加

し
て
、
総
会
参
加
者
数
は
な
ん
と

　

運
営
委
員
は
８
人
。
年
１
回
の

バ
ス
旅
行
、
健
康
ニ
ュ
ー
ス
手
配

り
慰
労
会
、
毎
月
２
、
３
回
の
コ

ミ
セ
ン
活
動
、
不
定
期
で
す
が
青

空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
も
と
り
く
ん

で
お
り
、
次
回
は
９
月
25
日
に
お

こ
な
い
ま
す
。
支
部
で
の
当
面
の

課
題
は
、
運
営
委
員
の
増
員
、
手

配
り
者
の
増
員
で
す
。
ま
た
国
道

２
号
線
以
北
に
は
班
会
が
な
く
、

と
り
く
み
が
弱
い
の
で
、
今
年
度

は
開
け
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

　

独
居
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
る

な
か
、
互
助
組
合
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
互
助
組

合
な
ら
で
は
の
活
動
で
、
こ
の
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
よ
う
、
組
合
員
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

冒
頭
、
今
年
２
月
に
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
相
談
役
の
真
鍋
義
雄
さ
ん
へ
黙
祷
を

さ
さ
げ
た
後
、
青
木
副
理
事
長
の
開
会
挨

拶
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
ほ
く
ら
支
部
の
津
村
さ
ん

と
、
う
は
ら
支
部
の
北
林
さ
ん
を
選
出
。

漁
島
理
事
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
を
う
け
、

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
神
戸
健
康
共
和
会

の
滝
本
副
理
事
長
、
地
域
福
祉
会
あ
ぁ
す

の
細
谷
理
事
長
、
神
戸
医
薬
研
究
所
の
山

口
社
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
先
の
統
一
地
方
選
挙
で

奮
闘
さ
れ
た
各
議
員
も
列
席
い
た
だ
き
、

代
表
し
て
日
本
共
産
党
の
き
だ
結
県
会
議

員
か
ら
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
提
案
と
な
り
「
２
０
１

８
年
度
ま
と
め
と
２
０
１
９
年
度
方
針
」

そ
し
て
、「
会
計
報
告
・
予
算
」「
新
役
員

体
制
」
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
題
は
討
論
へ
と
進
み
、
最

初
の
テ
ー
マ
は
「
仲
間
ふ
や
し
の
実

践
」。
葺
合
南
支
部
の
岡
支
部
長
か
ら
、

２
０
１
８
年
「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に

お
い
て
、
職
員
と
共
に
仲
間
増
や
し
を
大

き
く
進
め
た
経
験
が
報
告
さ
れ
、
診
察
前

に
予
約
患
者
さ
ん
の
未
加
入
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、
外
来
の
コ
ー
ナ
ー
で
声
を
か
け
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
で
大
き
く
成
果
を
伸

ば
し
た
実
践
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
「
居
場
所
づ
く
り
の
実
践
」

を
北
神
支
部
か
ら
報
告
。
地
域
の
自
治
会

長
を
さ
れ
て
い
る
中
村
さ
ん
か
ら
、
い
ろ

ど
り
の
家
大
池
の
中
に
あ
る
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
「
喫
茶
」
や
「
映

画
会
」
な
ど
の
経
験
や
苦
労
話
な
ど
が
報

告
さ
れ
、
ま
さ
に
地
域
の
拠
点
と
な
り
自

治
会
や
施
設
も
巻
き
込
ん
だ
形
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
居
場
所
活
動
の
実
践
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
「
健
康
づ
く
り
の
実
践
」
に

つ
い
て
保
健
委
員
会
か
ら
松
井
さ
ん
が
報

告
。「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
や

「
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
」「
大
腸
が

ん
チ
ェ
ッ
ク
」
な
ど
様
々
な
工
夫
で
健
康

増
進
活
動
を
進
め
て
き
た
実
践
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　神戸市の後期高齢者健診を東
神戸病院など指定医療機関で受
診することができます（無
料）。７月末までに神戸市に申
し込みましょう。

終の棲家どこに？⑧介護の現場から…３　　原水禁大会成功がカギ…４　　互助組合の専門委員会紹介①組織委員会…５
「まちがいは７つ」…６　　私の「平成」時代③…７　　わが家でグルメ気分「えのき茸ステーキ」…８

お忘れなく！
後期高齢者健診の
受診券は７月末が
申込の締め切り　

森口恒子さ　
　ん

うはら支部

【作り方】
① えのき茸の足もと３～４㎝を輪切りにする。
② 薄くメリケン粉をふる。
③ フライパンにバターを煮溶かす。
④ ②をフライパンで表裏焼く。
⑤ 火が通りしんなりしたら醤油をまわりにふり
かける（直接かけない）。

⑥ つけ合わせと共に盛りつける。
⑦ えのき茸の頭のほうは…

【材料】
えのき茸   １袋
バター   少々
メリケン粉   少々
醤油   少々

えのき茸ステーキ
＆調味キューブ

【冷凍調味料キューブ】
① 頭部分をジューサーやフードプロセッサーで
とろとろにする。
② 冷凍用の小さなタッパーに流し入れる。
③ 小さな冷凍用キューブをつくり、ジップロッ
ク袋でコロコロ保存する。

★ きのこは乾燥させて保存する以外に、冷凍キ
ューブで利用すると簡単便利。煮物、炒め
物、味噌汁、シチュー、カレー等、種々の料
理のだし、うまみ、栄養追加にキューブを１
～２ヶ加えます。

　

６
月
２
日
（
日
）、
神
戸
市
勤
労
会
館
で
第
43
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
15
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
総
代
１
３
８
人
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
や

職
員
、
理
事
な
ど
総
勢
２
１
８
人
が
集
い
ま
し
た
。

総代会に結集した218人　決意あらたに

この部分を
使う

総
会
で
出
前
ト
ー
ク

認
知
症「
神
戸
モ
デ
ル
」

六
ア
イ
支
部　

高
西
裕
子



健康ニュース　2019年７月号　No.382 ２健康ニュース　2019年７月号　No.382３

【
第
43
期
役
員
】

　

「
中
国
『
残
留
日
本
人
孤
児
』

を
支
援
す
る
兵
庫
の
会
」
か
ら

「
総
会
」
開
催
案
内
が
届
く
。
こ

の
書
類
を
手
に
す
る
度
に
我
が
身

を
重
ね
合
わ
す
▼
満
洲
で
２
才
、

肺
炎
に
罹
り
、
医
薬
品
の
何
一
つ

無
い
戦
時
中
、
土
埃
の
防
空
壕
に

高
熱
の
私
を
避
難
さ
す
か
、
ラ
ジ

オ
が
避
難
命
令
を
発
し
続
け
る
座

敷
に
寝
か
せ
置
く
か
等
、
生
死
を

彷
徨
っ
た
こ
と
な
ど
を
後
に
聞

く
。
そ
の
後
「
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
引

き
揚
げ
・
食
料
難
・
栄
養
失
調
等

々
を
乗
り
越
え
よ
く
ぞ
生
き
延
び

た
事
」
と
回
顧
す
る
母
。
そ
の
後

は
肺
炎
後
遺
症
で
気
管
支
拡
張
症

・
結
核
を
は
じ
め
75
年
間
生
き
る

今
も
様
々
な
治
療
を
続
け
苦
し
ん

で
暮
ら
す
▼
当
時
の
こ
の
様
な
事

例
は
個
人
の
小
事
に
過
ぎ
ず
、
幾

万
の
苦
し
み
と
悲
し
み
が
戦
中
戦

後
に
渦
巻
い
た
と
聴
き
及
ぶ
▼
憲

法
９
条
を
変
え
、
今
に
も
こ
の
平

和
を
、
壊
そ
う
と
す
る
日
本
の
現

情
勢
。
全
老
若
男
女
が
力
を
合
わ

せ
、
何
と
し
て
も
改
憲
を
食
い
止

め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
が

素
晴
ら
し
い
と
讃
え
る
〝
日
本
国

憲
法
〞
を
守
り
ま
す
! ! 

（
Ｓ
・
Ｋ
）

（
１
面
か
ら
の
続
き
）

　

さ
ら
に
、
フ
ロ
ア
か
ら
７
つ
の

報
告
が
あ
り
、
兵
庫
支
部
か
ら

は
、「
う
な
ご
丘
サ
ロ
ン
」
開
設

１
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
。
ほ

く
ら
支
部
か
ら
は
、
多
彩
な
班
会

の
経
験
。
う
は
ら
支
部
か
ら
は
、

コ
ー
プ
店
舗
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

が
定
着
し
て
き
た
実
践
。
灘
東
支

部
か
ら
は
、
診
療
所
が
な
く
な
っ

て
も
居
場
所
「
ほ
お
ず
き
」
を
中

心
に
利
用
委
員
会
を
立
ち
上
げ
取

り
組
む
実
践
報
告
と
10
年
目
を
迎

え
た
鶴
甲
班
の
活
動
経
験
。
北
支

部
か
ら
は
、
大
腸
が
ん
チ
ェ
ッ
ク

運
動
を
大
き
く
広
げ
て
き
た
実

践
。
そ
し
て
、
居
場
所
「
野
の
花

サ
ロ
ン
」
で
毎
月
開
催
さ
れ
て
い

る
「
ど
ん
ぐ
り
昼
食
会
」
か
ら

は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
を
つ
く
ら
な

い
を
合
言
葉
に
始
ま
り
、
つ
い
に

２
０
０
回
を
迎
え
た
歴
史
と
活
動

の
実
践
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
他
の

総
代
か
ら
は
「
も
っ
と
発
言
し
た

か
っ
た
」
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昼
か
ら
は
指
定
報
告
と

し
て
２
題
が
報
告
さ
れ
、「
Ｈ
Ｐ

Ｈ
活
動
の
実
践
」
を
Ｈ
Ｐ
Ｈ
推
進

委
員
会
の
三
木
さ
ん
。
そ
し
て

「
地
域
活
動
の
現
場
か
ら
」
を
ケ

ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
東
神
戸
の
村

上
さ
ん
か
ら
報
告
を
頂
き
ま
し

た
。
貧
困
や
孤
立
を
社
会
的
に
治

療
し
て
い
く
必
要
性
、
そ
し
て
、

介
護
保
険
制
度
の
改
悪
が
進
む
中

で
介
護
問
題
の
実
態
や
課
題
に
つ

い
て
問
題
提
起
を
頂
け
ま
し
た
。

　

討
論
の
後
、
議
案
採
択
に
移

り
、
新
役
員
体
制
を
含
め
、
す
べ

て
の
提
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
１
年

間
に
互
助
組
合
活
動
で
奮
闘
さ
れ

た
支
部
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

「
組
合
員
ふ
や
し
部
」
や
「
出
資

金
ふ
や
し
部
」「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

実
施
部
」
な
ど
計
７
部
門
に
対
し

て
、
の
べ
18
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
、
６
月
か
ら
７
月

の
行
動
提
起
を
含
め
た
「
特
別
ア

ピ
ー
ル
」
が
提
案
さ
れ
、
大
き
な

拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
最
後
に
第
１
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
ご
勇
退
さ
れ
た
７

人
の
退
任
理
事
と
新
た
に
加
わ
っ

た
８
人
の
理
事
・
会
計
監
査
を
確

認
。
新
理
事
長
に
は
引
き
続
き
漁

島
理
事
長
を
再
任
。
新
た
な
常
任

理
事
と
し
て
副
理
事
長
１
人
を
加

え
、
理
事
35
人
・
会
計
監
査
３
人

の
新
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

お
わ
り
に
門
脇
副
理
事
長
か
ら

挨
拶
を
う
け
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
も
あ
る
新
た
な
世
話
人
ふ
や

し
と
仲
間
づ
く
り
で
互
助
組
合
活

動
の
更
な
る
発
展
を
誓
い
あ
い
、

総
代
会
は
無
事
に
閉
会
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

理 

事 

長　

漁
島　

国
弘

副
理
事
長　

大
江　

幸
子

副
理
事
長　

門
脇　
　

操

副
理
事
長　

北
山　
　

稔

副
理
事
長　

青
木　

公
一

副
理
事
長　

森　
　

淳
子
（
新
）

専
務
理
事　

前
田　

竜
成

理　
　

事　

渡
部　
　

明

理　
　

事　

廣
瀬
久
美
子
（
新
）

理　
　

事　

北
嶋　

寿
一

理　
　

事　

羽
渕　

茂
治

理　
　

事　

宮
本　

琴
子

理　
　

事　

原
田　

和
子

理　
　

事　

久
保　

正
恵
（
新
）

理　
　

事　

兵
頭　

和
子

理　
　

事　

島
田　

俊
子

理　
　

事　

秋
本　

広
子

理　
　

事　

加
藤
加
代
子

理　
　

事　

プ
ラ
ト
リ
ー
ミ
チ
コ

理　
　

事　

岡　
　

敦
子

理　
　

事　

渡
部　

昌
武

理　
　

事　

大
前　

雅
裕
（
新
）

理　
　

事　

岡
本　
　

勇
（
新
）

理　
　

事　

田
嶋　

俊
三

理　
　

事　

村
上　

泰
道

理　
　

事　

岡
本　

暁
良

理　
　

事　

き
だ　
　

結

理　
　

事　

藤
堂　

圭
次

理　
　

事　

芝
切　

保
和

理　
　

事　

羽
原　

光
彦

理　
　

事　

中
村　

玲
子

理　
　

事　

鈴
木
佐
和
子
（
新
）

理　
　

事　

村
上　

未
央
（
新
）

理　
　

事　

成
山　

昌
子

理　
　

事　

村
上　

次
郎

会
計
監
査　

永
井
い
さ
子

会
計
監
査　

松
下　

長
生
（
新
）

会
計
監
査　

松
浦　
　

勝
（
新
）

各
支
部
の
壁
新
聞

支
部
表
彰
の
よ
う
す

処方箋に検査値

　処方箋に検査値を記載する病院が増えていま
す。
　薬局で薬をもらうとき、「病院で先生と話をし
た後に、また薬局でもいろいろ聞かれるの！？」
と思った事がある方もいらっしゃるかもしれませ
ん。
　薬局では、年齢や体重、肝臓や腎臓の状態で薬
の量は適切か、副作用は出ていないか、薬の管理
や飲み方は正しいか、他院処方との重複はない
か、など様々な事を確認しています。しかし、薬
局で薬剤師が処方箋の内容から読み取ることがで

きる情報は限られています。
　そのため患者様からの情報がとても大切なので
す。特に、病院で行なった様々な検査の結果は、
薬の量や効果、副作用のチェックにとても有用で
す。毎回薬局に検査結果を提示してくださる患者
様も多いですが、現在、処方箋と共に薬局向けに
検査値を発行する病院も増えてきています。
　より安心で安全な薬物治療を受けるために、処
方箋と共に検査値を受け取った際は、ぜひ検査値
も一緒に薬局に提出し、チェックしてもらうよう
にしましょう。

東神戸薬局　林　愛由美

「
終つ

い

の
棲す

み

か家
」
ど
こ
に
？

シ
リ
ー
ズ

⑧

介
護
最
前
線

　

『
健
康
ニ
ュ
ー
ス
』
３
月
号
３

頁
に
掲
載
し
た
匿
名
投
稿
を
読
ん

だ
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
か

ら
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

介
護
の
現
場
で
働
く
職
員
と
利
用

者
と
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
社

会
保
障
を
切
り
捨
て
る
政
治
の
転

換
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
匿
名

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊

　

「
夫
の
特
養
入
所
で
感
じ
る
こ

と
」
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
を
ふ
く
め
６
人
の
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
が
い
る
介
護
事
業
所
で

働
い
て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
想
い

も
、
施
設
の
職
員
の
大
変
さ
も
、

両
方
と
も
わ
か
る
だ
け
に
、
正

直
、
こ
の
度
の
ご
意
見
に
は
「
ウ

〜
ン
」
と
考
え
こ
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
私
の
事
業
所
内
で
、
今
回

の
投
稿
を
受
け
て
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
そ
の
内
容
も
含
め
、
少

し
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以

下　

特
養
）
の
入
所
に
よ
っ
て
身

体
を
動
か
す
機
会
が
減
っ
た
」

「
入
所
後
は
、
医
療
機
関
の
受
診

に
制
約
が
あ
る
」
等
々
に
、
ご
家

族
と
し
て
、
と
て
も
ジ
レ
ン
マ
を

感
じ
、
葛
藤
さ
れ
た
お
気
持
ち
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

私
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

働
く
な
か
で
、
ご
家
族
の
な
か
に

は
「
身
動
き
の
状
態
が
悪
く
な
る

か
ら
…
」
と
、
特
養
の
利
用
を
短

期
で
あ
っ
て
も
、
た
め
ら
わ
れ
る

方
が
お
ら
れ
る
の
も
現
状
で
す
。

投
稿
者
の
方
も
述
べ
て
お
ら
れ
る

と
お
り
、
現
行
の
制
度
の
な
か
で

は
、
特
養
は
、「
生
活
の
場
」
で

あ
り
、
体
を
動
か
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
行
で
き
る
ほ
ど
の
人
員
体
制

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

短
期
入
所
の
利
用
が
で
き
る
か

ら
、
在
宅
介
護
が
継
続
で
き
て
い

る
ご
家
族
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
、

現
状
の
特
養
に
も
、
と
て
も
救
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

現
行
の
制
度
の
な
か
で
今
す
ぐ

に
で
も
で
き
る
こ
と
は
、
ご
家
族

と
施
設
職
員
が
、
も
っ
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
持
ち
、
風

通
し
よ
く
し
て
お
互
い
の
状
況
を

よ
く
知
る
こ
と
か
な
…
と
い
う
の

が
、
話
し
合
い
の
な
か
で
出
て
き

た
意
見
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

み
、
独
居
や
老
々
介
護
の
世
帯
が

増
え
る
な
か
、「
入
所
」
の
必
要

性
は
ま
す
ま
す
増
え
る
と
思
わ
れ

ま
す
。「
特
養
を
ふ
く
め
た
各
種

介
護
施
設
が
、
必
要
な
人
員
配
置

で
安
心
し
て
運
営
で
き
、
利
用
者

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に

な
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願

い
は
私
た
ち
も
一
緒
で
す
。「
社

会
保
障
の
予
算
」
を
増
や
し
、
文

字
通
り
「
介
護
の
社
会
化
」
が
実

現
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
。

匿
名
投
稿　
　

介
護
の
現
場
か
ら
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①

互
助
組
合
の

専
門
委
員
会
紹
介

組
織
委
員
会

組
織
委
員
長　

青
木
公
一

通過時刻は予定です

あ
な
た
も
ご
一
緒
に

ことしもひらきます！

ピーちゃん

住吉南支部
　近藤　啓子さん

２
０
２
０
年 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

in 

Ｎ
Ｙ
に
む
け
て

原
水
禁
大
会
成
功
が
カ
ギ

原
水
爆
禁
止
兵
庫
県
協
議
会　

梶
本 

修
史

　

来
年
２
０
２
０
年
は
、
被
爆
75

周
年
で
、
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ

Ｔ
）
発
効
50
年
の
再
検
討
会
議
が

行
わ
れ
ま
す
。
核
保
有
国
や
核
大

国
が
提
供
す
る
「
核
の
傘
」
に
依

存
す
る
勢
力
の
抵
抗
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
核
兵
器
禁
止
を
求
め
る
流

れ
は
世
界
の
世
論
と
国
際
政
治
の

大
勢
と
し
て
、
前
進
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
７
年
７
月
、
国
連
が
被

爆
者
や
市
民
社
会
と
も
協
力
し
、

決
定
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、

い
ま
、
国
連
加
盟
国
の
３
分
の
２

を
超
え
る
国
々
に
支
持
さ
れ
て
い

ま
す
。
核
保
有
国
や
「
核
の
傘
」

の
下
に
あ
る
国
で
も
、
核
兵
器
禁

止
は
大
き
な
支
持
を
集
め
、
ア
メ

リ
カ
で
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
や
最

大
の
州
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
州
議

　

組
織
委
員
会
は
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

各
支
部
代
表
者
の
方
々
（
基
本

は
支
部
長
）
の
参
加
で
、
組
織
状

況
の
確
認
や
新
規
加
入
で
の
経
験

交
流
や
支
部
の
と
り
く
み
を
細
か

く
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

第
43
回
定
期
総
代
会
は
、「
な
ん

で
も
相
談
活
動
を
広
げ
、
居
場
所

づ
く
り
を
活
発
に
し
、
互
助
組
合

の
存
在
価
値
を
高
め
よ
う
！
声
を

か
け
あ
い
、お
世
話
が
か
り（
世
話

人
）を
多
数
組
織
し
、一
人
ぼ
っ
ち

の
組
合
員
を
な
く
し
、
仲
間
づ
く

り
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
！
」

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

い
ま
私
た
ち
互
助
組
合
は
、
組

合
員
数
約
３
万
４
千
世
帯
で
す

が
、
転
居
先
不
明
を
除
く
と
約
１

万
９
千
世
帯
の
組
織
で
す
。
つ
ま

り
転
居
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
住

所
や
電
話
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

２
カ
月
に
一
度
の
『
健
康
ニ
ュ
ー

ス
』
も
お
届
け
で
き
ず
、
連
絡
が

と
れ
な
い
組
合
員
世
帯
が
約
１
万

４
千
世
帯
も
あ
る
の
が
現
状
で

す
。

　

転
居
や
退
会
希
望
な
ど
に
際
し

て
、
互
助
組
合
事
務
局
に
ご
連
絡

い
た
だ
け
な
い
と
、
郵
便
物
の
転

送
期
間
終
了
後
に
残
念
な
が
ら
通

信
手
段
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
組
織
委
員
会
の
大
き

な
活
動
と
し
て
、
互
助
組
合
の
組

織
実
体
の
改
善
を
や
り
遂
げ
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
加
入
申
込
書

の
改
善
や
『
健
康
ニ
ュ
ー
ス
』
配

達
報
告
書
で
の
迅
速
な
実
体
把

握
、
出
資
金
と
名
義
変
更
の
ル
ー

ル
確
認
な
ど
、
多
く
の
課
題
克
服

の
た
め
に
と
り
く
み
を
強
化
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
と
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
取
り
入

れ
、
改
善
に
向
け
て
と
り
く
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

識
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
結
果
な
の
で

す
。
私
た
ち
は
こ
の
提
案
を
心
か

ら
歓
迎
し
、
日
本
か
ら
も
核
兵
器

廃
絶
に
賛
同
す
る
団
体
が
垣
根
を

超
え
て
、
参
加
し
、
成
功
の
た
め

に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
唯
一
の
被
爆
国

の
政
府
な
の
に
、
ア
メ
リ
カ
の

「
核
の
傘
」
の
下
で
、
改
憲
、
軍

拡
、「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
を

進
め
る
一
方
で
、
核
兵
器
禁
止
条

約
に
反
対
し
続
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
国
民
の
間
で
は
、「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
は
９
４
１
万

５
０
２
５
人
分
、
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
を
採
択
し
た
自
治
体
は
、
全

体
の
２
割
を
超
え
る
３
７
７
に
達

し
て
い
ま
す
。
戦
争
法
に
反
対
す

る
共
闘
が
９
条
改
憲
阻
止
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
ス
ト
ッ
プ
、
原
発

ゼ
ロ
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
へ
の

連
帯
な
ど
に
拡
が
り
、
国
政
レ
ベ

ル
で
も
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が

た
た
か
わ
れ
ま
す
。
被
爆
者
が
訴

え
る
核
兵
器
廃
絶
署
名
、
平
和
行

進
な
ど
様
々
な
行
動
に
加
わ
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
世
界
大

会
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
が
世
界

大
会
成
功
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に

調
印
・
批
准
す
る
政
府
を
つ
く
る

大
切
な
闘
い
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　国民平和大行進が兵庫県入りする７月７日（日）川西市役所～16日
（火）浜山バス停で岡山県に引き継ぐまでの10日間、共和会グループの
ノボリをリレーしていきます。半日でも一緒にリレー行進に参加してく
ださる方を募集中。特に９日（火）・10日（水）芦屋～中央区の区間は、
最大限の参加を期待してま～す！

　ことしも原水爆禁止世界大会
（長崎大会）に私たちの代表を
派遣します。その代表団を激励
する集会です。ぜひ、みなさん
大勢でご参加ください。

７月23日（火）
　午後６時～８時
参加費　1000円
会場　東神戸薬局３階会議室

会
で
も
、
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を

勧
告
す
る
決
議
が
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

に
は
、
禁
止
条
約
の
発
効
に
必
要

な
批
准
50
カ
国
を
超
え
る
こ
と
が

見
通
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
春
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
に
合
わ
せ
、
世
界
と
ア
メ

リ
カ
の
平
和
運
動
が
、
市
民
社
会

と
政
府
・
公
的
機
関
に
も
呼
び
か

け
て
「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
―

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
る
政
府
、
国
際
機
関
、
自
治

体
な
ど
の
公
的
機
関
、
市
民
社

会
、
草
の
根
の
運
動
が
被
爆
者
と

と
も
に
、
共
同
を
築
く
場
と
な
っ

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
核
兵
器

禁
止
条
約
の
正
式
発
効
を
受
け

て
、
世
界
の
平
和
運
動
が
次
の
段

階
へ
と
前
進
す
る
た
め
に
は
、
被

爆
国
日
本
で
生
ま
れ
、
発
展
し
て

き
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
基

本
目
標
＝
「
核
戦
争
阻
止
、
核
兵

器
禁
止
・
廃
絶
、
被
爆
者
援
護
・

連
帯
」
の
課
題
を
世
界
の
共
通
認

　

い
ろ
ん
な
芸
が
で
き
て
、
よ
く
し
ゃ
べ
る

イ
ン
コ
の
ピ
ー
ち
ゃ
ん
。
楽
し
く
、
和
み
と

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
わ
が
家
の
宝
物
で

す
。

今年の

共和会グループで県内リレー行進

行事や活動行事や活動
スナップスナップ

が 私たちの街に平 和 行 進
７月９日（火）７月10日（水）

約23㎞ 約25㎞

西
宮
市
役
所

12
：
30
〜
13
：
30

芦
屋
市
役
所

14
：
50

東
灘
区
役
所

16
：
00

石
屋
川
公
園

９
：
00
発

王

子

公

園
10
：
00

県

庁

前
13
：
20

神
戸
市
役
所

（
花
時
計
前
）

11
：
40
着
〜
12
：
30
発

兵
庫
区
役
所

14
：
20

長
田
区
役
所

15
：
10

須
磨
区
役
所

17
：
00

須
磨
浦
公
園
・

み
ど
り
の
塔　

阪
神
御
影
南
口
広
場

５月19日　ほくら支部が
淡路へバス旅行

６月６日　住吉南
・住吉北・御影支
部合同で出石へバ
ス旅行

５月22日　毎日
コツコツと病院
玄関前で署名活
動しています

原水禁世界大会原水禁世界大会

壮行会壮行会
＆＆

ビアパーティビアパーティ
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北
区
に
引
っ
越
し
て
き
て
初
め

て
の
お
た
よ
り
で
す
。
若
葉
香
る

気
持
ち
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

田
中
偉
夫
（
北
区
）

　

神
戸
市
内
に
も
夙
川
の
よ
う
に

鯉
の
ぼ
り
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る

場
所
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

 

山
田
琴
絵
（
芦
屋
市
）

　

目
の
悪
い
私
は
、
虫
め
が
ね
を

片
手
に
、
絵
を
遠
ざ
け
た
り
近
づ

け
た
り
し
て
、
７
つ
め
を
探
し
て

い
ま
す
。

 

桝
上
政
子
（
東
灘
区
）

　

母
の
通
院
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
運
転
手
さ
ん

は
て
い
ね
い
で
、
い
つ
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

島
田
芳
子
（
明
石
市
）

　

自
由
に
あ
ち
こ
ち
へ
行
け
る
の

が
、
ど
れ
ほ
ど
有
り
難
い
こ
と
か

と
思
い
知
っ
た
３
カ
月
で
し
た
。

坐
骨
神
経
痛
、
皆
さ
ん
も
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
車
イ
ス
は
乗
っ

て
動
く
よ
り
、
押
し
た
ほ
う
が
動

け
る
こ
と
を
知
り
、
い
つ
も
の
サ

ロ
ン
へ
お
茶
仲
間
に
行
け
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
よ
。

 

大
賀
清
子
（
兵
庫
区
）

　

今
回
も
主
人
と
一
緒
に
見
つ
け

ま
し
た
。
次
の
号
は
ど
ん
な
絵
か

な
？ 

浜
村
紘
子
（
東
灘
区
）

　

家
の
前
は
公
園
。
桜
が
散
っ
た

と
思
う
と
、
次
は
藤
の
花
。
季
節

の
変
わ
り
は
早
い
も
の
で
す
ね
。

 

宮
本
登
喜
子
（
赤
穂
市
）

　

今
朝
、
腰
に
針
を
刺
さ
れ
た
よ

う
な
痛
み
が
走
る
。
ぎ
っ
く
り
腰

か
…
…
。
少
し
前
か
ら
左
腕
が
五

十
肩
か
も
し
れ
な
い
、
物
を
と
る

と
き
痛
い
、
右
膝
が
ず
っ
と
痛

く
、
満
身
創
痍
で
す
。

 

千
本
勇
三
（
北
区
）

　

ピ
ク
ル
ス
野
菜
、
大
好
き
！
鳥

羽
の
藤
の
花
、
と
て
も
綺
麗
で

す
。 

藤
井
め
ぐ
み
（
長
田
区
）

　

昨
今
の
気
温
の
変
化
に
は
参
り

ま
す
。
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
し

て
熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
す
。

 

西
村
冨
久
子
（
東
灘
区
）

　

ま
ち
が
い
さ
が
し
、
頭
の
体
操

が
ん
ば
っ
て
楽
し
く
見
つ
け
て
い

ま
す
。 

豊
田
節
子
（
中
央
区
）

　

消
費
税
10
％
は
困
り
ま
す
。
収

入
が
あ
り
、
余
裕
の
あ
る
方
は

「
大
き
な
買
い
物
は
10
月
ま
で
に

す
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
年
金
暮
ら
し
の
者
に
は
で
き

ま
せ
ん
。
食
料
品
だ
け
で
も
消
費

税
を
上
げ
な
い
で
。

 

片
岡
圭
子
（
東
灘
区
）

『七　夕』

2019年６月１日の　
東神戸医療互助組合

●組合員数（転居先不明を除く）
19,842世帯

●出資金
1,249,852,442円

● 各支部の連絡先一覧
芦屋支部 TEL（0797）31-7454
　　　　　（芦屋民商内）
ほくら支部　うはら支部
住吉北支部　住吉南支部
六甲アイランド支部　御影支部
灘東支部 灘西支部
 TEL（078）851-9381
葺合北支部 TEL（078）231-2335
　　　　　（柳筋診療所内）

葺合南支部 TEL（078）231-9031
　　　　　（東神戸診療所内）
生田支部 TEL（078）351-0251
　　　　　（生田診療所内）
兵庫支部 TEL（078）371-1841
　　　　　（事務局長個人宅）
北支部 TEL（078）594-7611
　　　　　（訪看 なでしこ内）
北神支部 TEL（078）202-2820
　　　　　（支部長個人宅）

●出資金はこちらへ
　郵便振替
 口座番号：01180-7-29220
　銀行振込
 みなと銀行住吉支店  　
 口座番号：普通213870
★いずれも名義は
　「東神戸医療互助組合」

クイ
ズ

　２つの絵に７か所ちがうところがありま
す。どこでしょうか？（印刷のよごれやか
すれを除く）
　絵に７か所の○印を入れ、ハガキに貼っ
てご応募ください。住所・氏名を忘れず
に。
■宛先　〒658-0051
　神戸市東灘区住吉本町２－19－３
　東神戸医療互助組合事務局 宛
■しめきり
　８月10日到着分まで
※ 正解者の中から抽選で10人の方に500円
の図書カードを進呈（９月下旬発送予
定）。
★381号では120通の応募があり、114通の
正解でした。
★ 381号の答え──①吹流しの模様　②吹
流しの長さ　③真鯉の背びれ　④緋鯉の
目　⑤緋鯉の尾びれ　⑥女の子の帽子　
⑦男の子のカブト
■当選者（381号）
山崎　悠哩さん（垂水区）
橋本　佳二さん（灘　区）
岡　　紘子さん（東灘区）
今井　重一さん（東灘区）
大西めぐみさん（中央区）
得平　　裕さん（東灘区）
加藤　弘子さん（須磨区）
宮﨑　照美さん（灘　区）
駒田　富三さん（中央区）
佐藤　正志さん（灘　区）

配達地域
若葉町・緑町・潮見町

配達地域
住吉台

佐
野
真
千
子
さ　

　

ん

梅
村　

真
一
さ　

　

ん

芦
屋
支
部

住
吉
北
支
部

　『健康ニュース』
は多くの組合員のボ
ランティアによっ
て、みなさんのお手
元に届けられていま
す。現在、配達協力
者は325人。お世話
になります。

い
つ
も
ご
苦
労
様
で
す

健
康
ニ
ュ
ー
ス　
　

配
達
協
力
者
ご
紹
介

転居の際はご連絡ください
　毎号、かなりの数が「宛先不
明」となっています。転居され
る際は互助組合事務局（☎078-
851-9381）にご連絡ください。
とくに、以前の住所から転送さ
れる郵便でニュースを受け取っ
ていらっしゃる方は、至急、ご
一報ください。ご協力よろしく
お願いいたします。

　

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
１

月
17
日
（
火
）
早
朝
５
時
46
分
、

淡
路
島
北
淡
町
を
震
源
と
す
る
震

度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
２

の
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡

路
大
震
災
）
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
十
数
秒
の
揺
れ
で
、
暮

ら
し
と
生
業
に
か
か
わ
る
す
べ
て

と
、
ま
ち
を
根
底
か
ら
破
壊
さ

れ
、
倒
壊
家
屋
は
25
万
棟
に
も
達

し
、
多
く
の
住
民
が
圧
死
、
死
者

は
６
４
３
４
人
に
も
及
び
ま
し

た
。

　

あ
の
日
か
ら
も
う
す
ぐ
25
年
、

あ
る
調
査
に
よ
る
と
大
震
災
を
体

　

被
災
者
の
強
い
要
求
で
あ
っ
た

公
的
支
援
（
個
人
補
償
）
は
、
時

の
自
・
社
連
立
政
権
の
村
山
富
市

首
相
の
「
わ
が
国
は
資
本
主
義
の

国
で
あ
り
、
個
人
財
産
の
形
成
に

は
税
金
を
投
入
で
き
な
い
」
と
の

頑
な
な
態
度
が
大
き
な
壁
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
方
、
被
災
者
の
生
活
再
建
第

一
、
公
的
支
援
（
個
人
補
償
）、

住
民
本
位
の
復
興
の
実
現
な
ど
を

掲
げ
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救

援
・
復
興
兵
庫
県
民
会
議
が
３
月

４
日
、
兵
庫
労
連
、
兵
商
連
、
兵

庫
民
医
連
、
日
本
共
産
党
な
ど
45

団
体
、
学
者
、
弁
護
士
、
医
師
な

ど
、
個
人
を
含
め
て
75
人
が
参
加

し
て
、
旧
海
員
会
館
で
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　

被
災
者
自
身
も
仮
設
住
宅
住
民

を
中
心
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

被
災
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
、

安
田
秋
成
氏
を
代
表
者
に
選
出
、

私
も
こ
れ
に
参
加
し
ま
し
た
。
若

く
て
有
能
な
事
務
局
長
が
途
中
で

死
去
さ
れ
た
の
で
、
私
が
事
務
局

長
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　

県
内
の
医
師
会
長
、
薬
剤
師
会

長
、
学
長
、
神
戸
新
聞
な
ど
報
道

各
社
の
社
長
、
知
識
人
な
ど
48
氏

に
よ
る
「
生
活
、
営
業
、
住
宅
再

建
に
公
的
補
償
の
充
実
を
」
の
ア

ピ
ー
ル
が
出
さ
れ
、
全
国
的
に
も

中
央
で
１
２
６
氏
の
ア
ピ
ー
ル
が

連
続
し
て
出
さ
れ
、
公
的
支
援
を

求
め
る
国
民
世
論
は
一
気
に
大
き

く
広
が
り
ま
し
た
。
国
会
請
願
や

災
害
対
策
特
別
委
員
会
の
議
員
を

中
心
に
、
議
員
へ
の
働
き
か
け
な

ど
が
粘
り
強
く
取
り
組
ま
れ
、
大

震
災
か
ら
３
年
後
の
１
９
９
８
年

５
月
に
、
不
十
分
な
内
容
で
し
た

が
、
市
民
＝
議
員
立
法
と
し
て
被

災
者
生
活
支
援
法
が
成
立
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
震
災
復
興
住
宅
の
退
去

問
題
や
二
重
ロ
ー
ン
に
苦
し
む
被

災
者
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
の
世
は
終
わ
っ
た
と
い
う
の

に
、
震
災
復
興
は
道
半
ば
と
言
わ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

験
し
た
人
は
40
％
で
、
体
験
し
な

か
っ
た
人
は
60
％
と
、
知
ら
な
い

人
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
東
神
戸
病
院
は
震
災
直
後
、

ま
る
で
野
戦
病
院
の
よ
う
に
怪
我

人
・
患
者
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
大

変
で
し
た
。

道
半
ば
の
震
災
復
興　
　
　
　

私の
「平成」時代

御影支部

石田 健一郎

③


